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研
究
活
動
報
告（
平
成
二
十
八
年
一
月
～
十
二
月
） 
  
〔
学 
会
〕 
三
月
二
十
日 
創
価
大
学
『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
二
十
六
号 
発 
 
行 
十
月
二
十
一
日 
日
本
語
日
本
文
学
会
（
学
生
の
部
）
十
三
時
〇
五
分
～ 
中
央
教
育
棟
Ａ
Ｂ
一
〇
三
教
室 
十
一
月
十
八
日 
日
本
語
日
本
文
学
会 
二
〇
一
七
年
度
年
次
大
会 
十
五
時
～ 
中
央
教
育
棟
Ａ
Ｗ
六
〇
八
教
室 
十
二
月
二
日 
懇
話
会 
十
六
時
四
〇
分
～ 
中
央
教
育
棟
Ａ
Ｗ
一
二
一
一
教
室
「
日
本
語
検
定
一
級
に
挑
戦
―
自
分
の
日
本
語
を
見
直
そ
う
―
」
大
塚
望
教
授 
  
〔
会 
員
〕 
◇
蓮
沼
昭
子
教
授
◇ 
三
月
二
十
日 
論
文
「
認
識
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
婉
曲
用
法
―
『
ダ
ロ
ウ
』
は
な
ぜ
婉
曲
用
法
を
も
ち
に
く
い
の
か
―
」『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
二
十
六
号 
創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 
三
月
二
十
六
日 
論
文
「『
ソ
ウ
ダ
』
と
『
ン
ダ
ッ
テ
』
―
伝
聞
と
引
用
の
間
―
」『
日
本
語
教
育
連
絡
会
議
（
２
０
１
５
）
論
文
集
』
Vol. 
    
28 
日
本
語
教
育
連
絡
会
議
事
務
局
２
０
１
５
（
28
回
）
カ
ー 
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
カ
ル
ビ
ン
派
大
学
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
） 
八
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日 
第
29
回
日
本
語
教
育
連
絡
会
議
に
出
席
。
於
ア
ン
ド
リ
ッ
チ
研
究
機
関
（
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
）、
主
催
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
（
セ
ル
ビ
ア
） 
八
月
二
十
六
日 
研
究
発
表
「
認
識
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
婉
曲
用
法
―
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
と
ヨ
ウ
ダ
・
ミ
タ
イ
ダ
―
」
第
29
回
日
本
語
教
育
連
絡
会
議 
一
月
～
六
月 
学
会
誌
『
日
本
語
教
育
』
の
査
読
協
力
者
と
し
て
投
稿
論
文
の
査
読
を
担
当 
七
月
～
十
二
月 
日
本
語
教
育
学
会
審
査
・
運
営
協
力
員
（
任
期
一
年
）
の
委
嘱
を
受
け
、『
日
本
語
教
育
』
へ
の
投
稿
論
文
の
査
読
を
担
当 
 
◇
山
本
忠
行
教
授
◇ 
一
月
一
日 
「
レ
ポ
ー
ト
添
削
だ
よ
り
―
学
び
、
考
え
、
そ
し
て
表
現
す
る
―
」（『
学
光
』
第
四
十
巻
第
八
号
、
創
価
大
学
通
信
教
育
部
） 
三
月
一
日 
「
ブ
ッ
ク
ス
ク
ウ
ェ
ア
『
英
語
学
習
は
早
い
ほ
ど
良
い
4 
 
の
か
』」（『
学
光
』
第
四
十
巻
第
十
号
、
創
価
大
学
通
信
教
育
部
） 
六
月
四
日 
講
演
「
学
習
者
が
続
け
た
く
な
る
よ
う
な
授
業
と
は
」
日
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ 
六
月
二
十
九
日 
編
著
『
英
語
デ
ト
ッ
ク
ス
―
世
界
は
英
語
だ
け
じ
ゃ
な
い
』
く
ろ
し
お
出
版
、（「
英
語
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
」、
「
平
和
と
幸
福
の
た
め
の
言
語
教
育
を
目
指
し
て
―
英
語
を
毒
に
し
な
い
た
め
に
―
」
の
二
章
を
執
筆
） 
八
月
一
日 
「
自
立
学
習
入
門
講
座
十
五
」（『
学
光
』
第
四
十
一
巻
第
五
号
） 
八
月
七
日 
論
文
「
言
語
に
よ
る
価
値
創
造
を
目
指
し
て
（
一
）
―
学
習
言
語
能
力
を
育
て
る
教
育
」『
創
価
大
学
通
信
教
育
部
論
集
』
十
九
号 
九
月
二
十
四
日 
講
演
「
会
話
表
現
の
仕
方
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
た
め
に
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か
」
日
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ 
十
月 
学
会
誌
へ
の
査
読
協
力
『
言
語
政
策
十
三
号
』
日
本
言
語
政
策
学
会 
十
月
七
日 
大
学
日
本
語
教
員
養
成
課
程
研
究
協
議
会
の
秋
季
大
会
（
愛
媛
大
学
）
を
事
務
局
長
と
し
て
運
営 
十
一
月
五
日 
講
演
「
立
場
や
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
異
な
る
日
本
語
表
現
の
教
え
方
と
は
」
日
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ 
  
◇
金
子
弘
教
授
◇ 
四
月
三
十
日 
「『
冒
険
少
年
』
を
読
む
」（《
文
学
と
宗
教
》
研
究
会
、 
講
座
担
当
） 
四
月
「
ホ
フ
マ
ン
」（『
日
本
語
学
』
三
五
巻
四
号
、
明
治
書
院
） 
七
月
「［
展
望
］
研
究
史
」（『
日
本
語
の
研
究
』
第
12
巻
３
号
、
日
本
語
学
会
、
武
蔵
野
書
院
） 
九
月
二
十
日
「『
浮
雲
』
に
お
け
る
バ
カ
リ
・
バ
カ
シ
等
の
用
法
に
つ
い
て
」（『
日
本
語
研
究
法
【
近
代
語
編
】』
青
葉
こ
と
ば
の
会
編
、
お
う
ふ
う
） 
 
◇
山
岡
政
紀
教
授
◇ 
一
月
三
十
日 
口
頭
発
表
「
慣
習
化
し
た
副
詞
句
に
見
ら
れ
る
配
慮
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（
第
六
回
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
、
筑
波
大
学
） 
三
月
一
日 
「
配
慮
表
現
の
慣
習
化
と
原
義
の
喪
失
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
論
集
』
第
５
号
、
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会 
六
月
五
日 
「「
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
」
に
お
け
る
可
能
性
判
断
と
対
人
配
慮
」『
言
語
の
主
観
性
―
―
認
知
と
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
接
点
』（
第
八
章
、
小
野
正
樹
・
李
奇
楠
編
） 
く
ろ
し
お
出
版 
六
月
四
日 
口
頭
発
表
「「
批
判
」
の
発
話
に
つ
い
て
」Ninth 
International Conference on Practical Linguistics of 
Japanese, 
at 
San 
Francisco 
State 
University, 
USA  
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(Co-Auther: 
YAMAOKA 
Masaki, 
LI 
Qi-nan, 
MAKIHARA 
Tsutomu, ONO Masaki) 
六
月
五
日 
口
頭
発
表
「
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
の
語
彙
“
丁
寧
”
に
関
す
る
分
析
」 
Ninth International Conference on 
Practical Linguistics of Japanese, at San Francisco 
State 
University, 
USA 
 
(Co-Auther: 
ONO 
Masaki, 
LI 
Qi-nan, YAMAOKA Masaki, MAKIHARA Tsutomu) 
八
月
二
十
六
日 
講
演
「
カ
リ
ブ
海
の
真
珠
キ
ュ
ー
バ
へ
の
旅
」（
創
価
大
学
夏
季
大
学
講
座
） 
九
月
十
日 
口
頭
発
表
「
配
慮
表
現
の
慣
習
化
と
原
義
の
喪
失
」 
International 
Conference 
of 
Japanese 
Language 
Teaching 
at 
Bali 
Nusa 
Dua 
Convention 
Center, 
Indonesia 
 
 
(Co-Auther: 
YAMAOKA 
Masaki, 
MAKIHARA 
Tsutomu, ONO Masaki, LI Qi-nan) 
九
月
十
日 
口
頭
発
表
「
配
慮
表
現
か
ら
見
た
日
本
語
の
同
一
語
句
の
繰
り
返
し
発
話
に
つ
い
て
」 
International Conference 
of 
Japanese 
Language 
Teaching 
at 
Bali 
Nusa 
Dua 
Convention 
Center, 
Indonesia 
 
 
(Co-Auther: 
ONO 
Masaki, YAMAOKA Masaki, MAKIHARA Tsutomu, LI Qi-nan) 
十
月
二
十
九
日 
口
頭
発
表
「
日
本
語
配
慮
表
現
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
中
間
報
告
」（
第
七
回
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
、
筑
波
大
学
） 
十
二
月
一
日 
共
同
パ
ネ
ル
「
日
中
韓
の
言
語
行
動
の
比
較
か
ら
見
る
日
本
文
化
の
特
質
」（
指
定
討
論
者
、
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
者
協
議
会
第
一
回
研
究
大
会
、
韓
国
仁
川
市
・
松
島
コ
ン
ベ
ン
シ
ア
） 
十
二
月
十
一
日 
日
本
語
用
論
学
会
第
十
九
回
研
究
大
会
に
て
、
加
藤
重
広
会
長
就
任
講
演
の
司
会
を
務
め
る
。 
一
月
～
十
二
月 
日
本
語
用
論
学
会
運
営
委
員
と
し
て
、学
会
運
営
、
査
読
等
に
あ
た
る
。 
以
下
、
本
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
執
筆 
十
二
月
二
十
一
日 
「
新
Ａ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｌ
入
試
」
が
目
指
す
も
の
」（
創
価
大
学
学
士
課
程
教
育
機
構
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
第
十
二
号
） 
 
◇
守
屋
三
千
代
教
授
◇ 
六
月
十
五
日 
論
文
「
日
本
語
話
者
が
見
た
『
ナ
ル
表
現
』」『
日
本
認
知
言
語
学
会
論
文
集
』
第
十
六
巻  
八
月
二
十
日
、
二
十
一
日
漢
日
語
言
学
検
討
会
（
延
辺
大
学
）
参
加 
八
月
二
十
一
日 
研
究
発
表 
 
「
日
本
語
の
授
受
表
現
」 
十
二
月
十
日 
日
本
語
文
法
学
会
、
お
よ
び
編
集
委
員
会
に
参
加
。 
十
二
月
十
六
日
、
十
七
日 
言
語
の
類
型
的
特
徴
を
と
ら
え
る
対
照
研
究
会
（
大
阪
市
立
大
学
）
に
参
加
。 
四
月
よ
り
「
日
本
語
文
法
学
会
」
編
集
委
員
、「
日
中
言
語
研
究
と
日
本
語
教
育
」
編
集
審
議
委
員
、「
日
本
認
知
言
語
学
会
論
文
集
」
査
読
委
員
を
務
め
る
。 
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◇
山
中
正
樹
教
授
◇ 
三
月
二
十
日 
論
文
「
近
代
日
本
文
学
研
究
上
の
課
題
と
第
三
項
論
の
意
義
に
関
す
る
私
論
（
二
）
―
〈
他
者
認
識
〉
と
〈
世
界
像
の
転
換
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
二
十
六
号
、
創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 
九
月
八
日 
研
究
発
表
「
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
た
専
門
ゼ
ミ
に
お
け
る
能
動
的
・
主
体
的
学
修
活
動
推
進
の
試
み
」(
私
立
大
学
情
報
教
育
協
会
「
平
成
28
年
度
教
育
改
革
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
大
会
」（
於
：
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
） 
九
月
二
十
四
日 
講
演
「
川
端
康
成
「
十
六
歳
の
日
記
」
を
読
む
」
（《
文
学
と
宗
教
》
研
究
会 
於
：
創
価
大
学
） 
一
月
～
十
二
月 
日
本
文
学
協
会 
委
員
と
し
て
、
査
読
等
に
あ
た
る
。
同
協
会
運
営
委
員
と
し
て
学
会
運
営
に
当
た
る
（
一
月
～
十
一
月
）。 
一
月
～
十
二
月 
川
端
康
成
学
会 
常
任
委
員
と
し
て
学
会
運
営
に
当
た
る
。
同
学
会
事
務
局
長
（
四
月
ま
で
）・
編
集
委
員
（
四
月
～
十
二
月
）。 
 
◇
大
塚 
望
教
授
◇ 
一
月
三
十
日 
講
演
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
と
『
土
佐
堀
川
』
―
広
岡
浅
子
の
生
涯
―
」〈
文
学
と
宗
教
〉
研
究
会 
三
月
二
十
日 
論
文
「『
～
と
す
る
』
に
お
け
る
引
用
と
決
定
・
同
定
の
連
続
性 
― 
『
～
と
言
う
』
と
比
較
し
て
」『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
二
十
六
号
、
創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 
十
二
月
二
日 
講
座
「
日
本
語
検
定
一
級
に
挑
戦
―
自
分
の
日
本
語
を
見
直
そ
う
―
」
創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
懇
話
会 
 
◇
山
本
美
紀
助
教
◇ 
一
月
九
日 
口
頭
発
表
「
森
敦
「
初
真
桑
」
の
テ
ク
ス
ト
の
生
成
過 
 
程 
― 
改
稿
の
変
遷
か
ら
み
る
テ
ク
ス
ト
の
〈
対
話
性
〉
―
」（
國 
 
學
院
大
學
國
文
學
會
一
月
例
会
） 
三
月
二
十
日 
論
文
「
森
敦
「
初
真
桑
」
テ
ク
ス
ト
の
境
界
性
― 
生 
 
成
過
程
に
み
る
テ
ク
ス
ト
の
〈
対
話
性
〉
―
」（「
日
本
文
学
論
究
」 
 
第
七
五
冊
） 
六
月
五
日 
口
頭
発
表
「
森
敦
「
月
山
」
の
本
文
―
草
稿
と
初
出
本
文
の
比
較
に
み
る
反
復
の
理
論
―
」（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
夏
季
大
会
、
青
山
学
院
大
学
） 
七
月
二
三
日 
そ
の
他
（
文
学
講
座
）「
横
光
利
一
「
夜
の
靴
」
の
文
学
世
界
―
師
弟
の
絆
―
」（〈
文
学
と
宗
教
〉
研
究
会
、
創
価
大
学
） 
八
月
四
日 
口
頭
発
表
「
高
等
学
校
に
お
け
る
漢
文
教
育
に
つ
い
て
の
考
察
―
『
捜
神
記
』
の
「
売
鬼
」
を
通
し
て
―
」（
日
中
言
語
文
化
研
究
国
際
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
六
国
際
学
術
検
討
会
、
中
国
・
南
京
大
学
） 
十
月
一
日 
そ
の
他
（
学
会
報
告
）「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
」（「
解
釈
」 
 
九
・
一
〇
月
号
第
六
二
巻
通
巻
六
九
二
集
） 
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十
二
月
十
七
日 
ポ
ス
タ
ー
発
表
「
森
敦
文
学
の
理
論
」（
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
⒞
（
一
六
ｋ
〇
二
四
一
七
）
研
究
成
果
報
告
会
、
國
學
院
大
學
） 
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平
成
二
十
八
年
度 
卒
業
論
文
題
目 
 
   
〔
言
語
文
化
メ
ジ
ャ
ー
〕 
 
〈
金
子
ゼ
ミ
〉 
英
語
教
材
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
研
究 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
語
の
研
究               
ポ
ス
トJ-POP
の
歌
詞
研
究    
日
本
語
の
食
感
・
味
覚
語
彙
の
研
究  
翻
訳
を
通
し
て
み
た
韓
日
表
現
の
比
較   
 
〔
表
現
文
化
メ
ジ
ャ
ー
〕 
 
〈
山
中
ゼ
ミ
〉 
坂
口
安
吾
『
白
痴
』
論 
―
〈
語
り
手
〉
が
暴
く
「
伊
沢
」
の
欺
瞞
― 
太
宰
治
『
桜
桃
』
論 
―
「
桜
桃
」
に
お
け
る
諸
問
題
と
そ
の
〈
語
り
手
〉
― 
太
宰
治
『
斜
陽
』
に
お
け
る
か
ず
子
の
位
置
づ
け
―
作
品
の
成
立
を
追
っ
て 
梶
井
基
次
郎
「
Ｋ
の
昇
天
―
或
は
Ｋ
の
溺
死
」
論
―
梶
井
の
作
品
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
― 
 
〔
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
日
本
語
メ
ジ
ャ
ー
〕 
〈
山
岡
ゼ
ミ
〉 
日
本
語
依
頼
表
現
の
多
様
性
と
日
本
語
教
育
に
お
け
る
導
入
段
階
に
つ
い
て 
「
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
」
邦
訳
に
お
け
る
、
児
童
の
心
の
響
き
と
言
葉
の
響
き
に
つ
い
て 
「
な
ん
か
」
と
は
―
フ
ィ
ラ
ー
と
し
て
機
能
す
る
副
詞
「
な
ん
か
」
を
中
心
に
― 
「
な
に
げ
に
」
が
持
つ
現
代
の
意
味
と
機
能 
前
置
き
表
現
「
～
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」
の
対
人
配
慮
機
能 
日
常
会
話
で
使
用
さ
れ
る
共
感
表
現
の
分
析 
日
本
語
「
逆
に
」
の
会
話
に
お
け
る
意
味
に
つ
い
て 
新
し
い
用
法 
断
り
の
「
大
丈
夫
」
の
使
用
実
態
と
意
識
調
査 
韓
国
と
日
本
の
日
本
語
教
育
の
違
い 
「
～
か
も
し
れ
な
い
」・「
～
か
も
」
に
お
け
る
対
人
配
慮 
若
者
言
葉
に
つ
い
て 
  
〈
守
屋
ゼ
ミ
〉 
「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
い
う
「
あ
い
さ
つ
」 
日
本
語
に
お
け
る
「
美
し
い
」
と
は
何
か 
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
生
き
る
日
本
語
話
者 
日
本
語
の
「
恐
怖
表
現
」 
日
本
の
漫
画
が
提
供
す
る
視
覚
世
界
に
つ
い
て
―
「ONE PIECE
」
か
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ら
読
み
解
く
日
本
の
漫
画
― 
「
女
・
女
性
・
婦
人
・
女
子
・
女
の
子
の
使
い
分
け 
文
学
教
育
の
可
能
性
と
矛
盾 
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
ど
う
日
本
人
の
感
覚
を
刺
激
す
る
か 
日
本
人
に
と
っ
て
の
「
笑
い
」
―
日
本
人
は
笑
う
の
か
笑
わ
せ
る
の
か
― 
物
語
に
お
け
る
日
本
語
の
語
り
―
ア
フ
リ
カ
・
バ
ン
ト
ゥ
ー
諸
語
と
の
対
照
比
較
を
通
し
て
― 
「
な
ん
か
」
と
は
何
か 
自
己
防
衛
と
し
て
の
配
慮 
  
〈
大
塚
ゼ
ミ
〉 
若
者
の
敬
語
認
識
と
こ
れ
か
ら
の
敬
語
教
育 
日
本
語
会
話
に
お
け
る
「
な
ん
か
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
―
文
中
に
出
て
く
る
フ
ィ
ラ
ー
機
能
を
持
っ
た
「
な
ん
か
」
に
注
目
し
て
― 
「
や
ば
い
」
が
ヤ
バ
イ
！
？
若
者
言
葉
「
や
ば
い
」
の
現
状
と
意
味
拡
大
に
つ
い
て 
“
了
解
”“
Ｏ
Ｋ
”
を
表
す
語 
若
年
層
流
行
語
「
そ
れ
な
」
の
出
自
と
使
用
実
態 
プ
ロ
野
球
選
手
の
名
前
か
ら
み
る
名
付
け
の
変
遷 
敬
語
の
使
い
分
け
意
識
に
つ
い
て
の
研
究 
少
年
漫
画
・
少
女
漫
画
に
お
け
る
名
づ
け
の
特
徴 
文
末
表
現
「
み
た
い
な
」
の
分
析 
豚
汁
の
読
み
方
と
語
形
の
ゆ
れ 
流
行
歌
に
お
け
る
文
末
表
現
の
特
徴 
お
い
し
さ
を
伝
え
る
言
葉
・
表
現
の
探
究 
大
学
生
と
中
学
生
を
比
較
し
た
際
に
み
ら
れ
る
、
使
用
さ
れ
る
い
じ
め
言
葉
の
種
類
と
変
遷 
創
価
大
学
の
学
生
に
よ
る
待
遇
意
識 
関
西
方
言
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
―
お
笑
い
芸
人
と
の
関
連
性
― 
「
擬
音
語
・
擬
態
語
＋
つ
く
」「
擬
音
語
・
擬
態
語
＋
め
く
」
に
関
す
る
特
徴
お
よ
び
文
法
的
分
類 
宮
崎
県
の
気
づ
か
な
い
方
言
―
な
ぜ
方
言
だ
と
気
づ
か
な
い
の
か
― 
       
